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あらまし 

低コスト・省エネルギー・低環境負荷な新しいデバイス作製プロセスとして、ナノ電解法を開

発した。溶液中での電気分解によって、短時間で高性能なナノワイヤを作製することが出来る。

1室型の電解セルを開発し、基板上に電気分解で用いる2つの電極を作製した。ナノワイヤは電

気分解の時間・電流に応じて幅14〜数百nm、長さ100nm〜数十µm程度の大きさのものを得るこ

とができた。特に、交流を用いた場合、ナノワイヤは2つの電極が最も接近した部位にだけ選択

的に形成されるため、トランジスタなどのデバイス作製法として応用が可能である。この手法は

有機導体の作製法を基に開発されたプロセスであるため、得られたナノワイヤは単結晶であり、

高パフォーマンスが期待される。実際、ナノワイヤは長軸方向に高導電性を持つことが構造解析

によってわかった。本稿では基盤技術と作製法および作成例を中心に紹介する。 

 


